
主要科目の目標、特長 
（人間学研究科 人間学専攻／保育学コース） 

授業科目の名称 目 標 特 長 

乳幼児発達心理学研究 乳幼児期から児童期における子どもの発達を、人、もの、

世界とのかかわりの中でとらえ発達の過程、親やきょう

だい、教師の役割を通して子どもの心の世界と社会化の

過程を理解する。特に、子どもの中で「人の心を理解するこ

ころ」がどのように育ち、転換期を向かえるのか(認知の

発生と発達）、人間を特徴づける機能であることばが話せる

ようになる道筋(言語発達の特徴と認知的基礎）と、 

ことばを話すということの意味（言語発達の社会的・文

化的側面）やことばを操る脳機能（言語発達の生物学

的・神経学的基礎）など、最近の発達心理学研究の成果

から討論すると共に、その研究方法などについても考察

する。発達理論を基に量的・質的研究の文献を講読・デ

ィスカッションする。 

 

 

乳幼児期の子どもの発達過程

を子どもの心の世界と社会化

の中で理解する。特に認知発

達、ことばの発達、社会性の

発達等に関する文献を講読し

量的・質的研究の研究法や研

究成果と保育の実践との関係

を討論する。 

保育臨床特別研究 本講では、保育現場での臨床、支援方法、アセスメント、
コンサルテーション、保育者、子ども、保護者への支援の 
方法について理解することが目的である。その結果、保育
現場での臨床活動を行い、保育者、子ども、保護者への支
援が行えるようになることが到達目標である。 

保育学の専門家が、気になる
子、障害を持っている子ども
など、スペシャルニーズのあ
る子どもの保育や、保護者支
援を担当したり、担当保育者
へのコンサルテーションが可
能となるための、知識や実践
について学び、臨床発達心理
学を実践できる保育者の養成
を目指した科目である。 
 
 

保育実践研究 現在の保育のおかれている状況を社会、心理、歴史等か
ら多面的に分析し、保育のありかたを改めて問い直す。 
特に、以下の理解を深めることを目標とする。 
1.保育の現状について分析的に読み取ることができる。 
2.日本の保育の歴史を理解できる。 
3.さまざまな保育、教育思想と保育を関連づけて理解す 
ることができる。 

様々な資料を受講生自身が考
察、討論することで思考力、
論理性の向上をはかる。また
保育者としての経験や実践を
省察し、自らの問題意識や課
題を深め、各自の研究に生か
す。 
 
 



主要科目の目標、特長 
（人間学研究科 人間学専攻／社会福祉学コース） 

授業科目の名称 目 標 特 長 

福祉社会学特別研究 現在のわが国は、少子高齢化や人口減少の著しい進展、 

ならびにグローバル化の進展とともに格差の拡大も進捗

し、社会の大きな転換期を迎えている。本研究では、そ

うした社会状況の進展を正確に押さえつつ、個々人の 

well-being  を社会的にどう実現していけばいいのかを

社会学的に研究・検討していく。「制度政策論」はもと

より「技術方法論」にも目を向け、社会福祉の目的であ

る「人間の福祉の実現」にとっての必要・十分条件をマ

クロ・ミクロの2 つの側面から検討し、福祉レジーム

論、共生論、コミュニティ論、家族福祉、ジェンダー、

シティズンシップ、セルフヘルプグループ、エンパワー

メントなどのミクロ・マクロな視点にも着目する。その

上で、現在の社会制度や政策を実際の社会的諸関係や社

会的変化の中に位置づけなおすとともに、福祉制度のシ

ステム設計やその展開、あるいはそのシステム設計の前

提をなしている理念や価値等にも目を向け、臨床心理

学、臨床福祉社会学的視点から、社会福祉の援助実践に

関しても検討していく。 

 

社会福祉のあり方が問い直さ

れている現在、まず求められ

ることは、現実の社会関係や

社会変動の中に今日の社会福

祉を可能な限り位置づけ直す

ことである。そしてそのシス

テム設計の前提や実践の前提

となっている価値観やものの

考え方を明確化する必要があ

る。本講義では特に家族、労

働、地域社会のあり方に焦点

を当て、その実態や変動を押

さえながら、受講者とともに

その前提の明確化を図りつ

つ、「人間の福祉の実現」に

向けての社会的条件に関する

思考実験を展開していきた

い。 

高齢者福祉特別研究 わが国の高齢者福祉の歴史的な流れを学ぶ。高齢者問題

とその対策について歴史的に振り返ることで、現在の高

齢者福祉を取り巻く課題について改めて検証することが

本講義の目的である。古代、中・近世の老人救済から始

まり、明治、大正、昭和戦前期と、昭和戦後期から今日

に至る高齢者福祉対策について概観する。その中で、高

齢者観の変遷とエイジズムの問題、さらに老後保障制

度、在宅福祉、入所型施設等各種事業などについても学

ぶ。また、特に昭和戦前期の養老院に関しては、浴風園

という施設を事例として、養老院の機能、役割、実践等

について検討していく。それらを踏まえ、今日の養護老

人ホーム、特別養護老人ホームなどの入所型施設におけ

る課題や、在宅福祉における課題について整理し、検討

していく。 

授業においては古代、中・近

世の老人救済から、明治、大

正、昭和と時代順に文献・資

料に基づきその変遷について

学んでいる。また、昭和戦前

期については、浴風園の入所

者記録をもとに事例検討を行

い、戦前期の困窮した高齢者

の生活実態とそれに対する支

援がどのように行われていた

のかについて検討している。

特に施設の役割と地域におけ

る方面委員の役割をみていく

ことで具体的な処遇の課題を

検討している。さらに、高齢

者観の変遷を踏まえエイジズ

ムの問題など今日の高齢者福

祉の課題について考察してい

く。 

 

社会福祉学研究 社会福祉学は、社会福祉政策、社会福祉制度、社会福祉

の専門援助活動（ソーシャルワーク）によって構成され

る。本講義では、社会福祉の発展史、社会福祉固有の視

点、社会福祉的援助の原理について検討する。社会福祉

学についての基礎的かつ原理的な理解を獲得することが

目標となる。 

 

岡村重夫（1983）『社会福祉

原論』をテキストとして用い

る。救貧事業から、保護事

業、福祉国家、現代の社会福

祉に至るまでの社会福祉の発

展史における、処遇原則の変

遷に注目する。社会福祉と、

社会保障、雇用、医療、住

宅、教育などの各種の生活関

連施策とを区別する社会福祉

固有の視点について検討す

る。社会福祉的援助の原理、

すなわち社会性の原理、全体

性の原理、主体性の原理、現

実性の原理についてその意味

内容を明らかにする。また岡

村の所説に対する批判につい

ても検討する。 



主要科目の目標、特長 
（人間学研究科 心理学専攻／臨床心理学コース） 

授業科目の名称 目 標 特 長 

臨床心理面接特論Ⅰ（心理

支援に関する理論と実践） 

クライエントの心的世界に同行し、公認心理師・臨床心

理士として心理的支援をするための各種面接法の理論

的、実践的考察を習得できることを目的とする。 

【概要】心理療法とは、各種アプローチの理論と方法、

それらの応用、状態に応じた方法の選択を症例とともに

学ぶ。 

【到達目標】（１）心理療法の基本的姿勢と始まりから

終結までの流れを考察・説明できる。（２）力動論に基

づく心理療法の理論と方法を説明できる。（３）行動

論・認知論に基づく心理療法の理論と方法を説明でき

る。（４）心理に関する相談・助言・指導等への応用を

説明できる。（５）心理に関する支援を要する者の特性

に応じた適切な支援方法の選択・調整を説明できる。 

「病」「問題」の建設的・破

壊的両面を捉え、精神病理・

クライエントの心の物語、モ

チーフを精査した多次元的見

立ての基に行う心理面接プロ

セスを学習する。多くの事例

を読み、基本的態度から面接

の始まり～終結までを、実践

的に習得することを目標にし

ている。神経症～境界性人格

障害～精神病、発達障害、器

質的障害から各種心理支援、

対象者として、幼児から高齢

者、その関係者までを心理面

接している臨床心理士が実践

的に教育している。 

 

臨床心理基礎実習Ⅰ・Ⅱ 臨床心理に関する基本的態度、倫理、行政、面接法（言語

的・非言語的）、各種査定技法などを、本実習を通して、

また実際的に事例を通して学んでいくことを目的とする。

授業では、内外の臨床心理実習、実習報告、個別・グルー

プスーパーヴィジョン、事例検討会、ロールシャッハ・テ

スト事例検討会をユニットとした実習・演習形式で行う科

目である。 

 本実習を通じて、（１）実践的に臨床心理の活動ができ

る、（２）臨床心理士の働く各職場での短期実習（外部実

習）にて、実践的な関わりができることを到達目標とす

る。 

修士課程 1 年生の必修科目で
あり、実習や演習を含むため
２コマ連続の実習形態を特長
とする。原則的には、ふじみ
野キャンパスで行われるが、
実際に実習生として事例を担
当する本郷キャンパスの臨床
心理相談センターにて、ロー
ルプレイなどの実習も行われ
る。当該科目では、他の必修
科目・選択科目で理論や技法
を学んで上で、心理の専門職
に必要な実践、資質の向上を
目指していく。 

福祉分野に関する理論と支

援の展開（老年臨床心理学

特殊研究） 

高齢社会の現状や老化のプロセス、健康な高齢者の諸心理

機能を踏まえた上で、臨床心理学の観点から高齢期の心理

臨床を理解し実践に生かすことを目的とする。具体的に

は、各種文献による最新の知見から、老年臨床における心

理的援助やアセスメント手法について受講者らによる発表

を取り入れながら知識を深める。また、病院や施設におけ

る実際の事例から諸問題への支援方法などについて検討す

ることを特長としている。 
 本講を通じて、（１）高齢期に生じやすい疾患に対する

知識を列挙することができる、（２）高齢期の諸問題に対

する心理的援助方法・心理臨床に必要な査定法について具

体的に説明することができることを到達目標とする。 
 

多様な高齢者を対象とした心
理臨床を行う上で必要となる
知識やスキルの習得に向けた
プログラム構成を特長として
いる。基礎知識に関する理解
に加え、老年臨床におけるさ
まざまな事例の検討、アセス
メントや心理的援助の施行 
に必要な実践的スキルを習得
するため、一部、演習を取り
入れている。 
 

 


